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お　

わ　

り　

に

は
　
じ
　
め
　
に

「
席
図
」
は
、
各
行
事
に
お
け
る
人
の
配
置
を
示
し
た
図
面
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

─
「
席
図
」
の
紹
介
・
分
析
を
中
心
に

─

こ
の
図
面
か
ら
、
各
行
事
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
、
そ
の
仕
組
み
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
行
わ
れ
る
部
屋
の
区
別
、
出
席
者
の
職
名
や
人
数
、
部
屋
の
使
用

状
況
な
ど
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
の
格
の
違
い
ま
で
明
ら
か
と
な
る
。

本
稿
で
は
、主
に
「
尾
藩
評
定
所
初
メ
役
所
絵
図
」
や
「（
市
谷
屋
敷
）諸
図
」
を
基
に
、

名
古
屋
城
二
の
丸
御
殿
、
お
よ
び
江
戸
市
谷
屋
敷
で
行
わ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
紹

介
し
、
尾
張
徳
川
家
当
主
・
年
寄（
家
老
）・
用
人
な
ど
が
政
務
を
行
う
空
間
や
、
当
主

へ
の
目
見
え
、
年
寄
・
用
人
な
ど
の
申
渡
し
の
状
況
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
し
た
い
。

な
お
両
史
料
は
、
主
に
天
保
期
以
降
の
「
席
図
」
を
収
録
し
て
い
る
。

一
　
名
古
屋
城
二
の
丸
御
殿
に
お
け
る
政
治
空
間

尾
張
徳
川
家
当
主
の
名
古
屋
に
お
け
る
住
居
兼
政
庁
は
、
二
の
丸
御
殿
で
あ
る
。
図

1
は
、
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
当
主
の
政
治
空
間
の
中
御
座
之
間
と
、
年
寄
を
中
心

と
す
る
政
庁
、
お
よ
び
儀
礼
空
間
を
示
す
。
中
御
座
之
間
に
は
、
上
段
・
中
段（
御

次
）・
下
段（
御
三
之
間
）の
三
部
屋
が
あ
り
、
下
段
の
西
に
は
御
次
之
間（
御
溜
）、
そ
の

（
1
）

（
2
）

（
3
）
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北
側
に
紅
葉
之
間
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
上
段
の
北
に
は
、
曲
水
之
間
三
畳
が

あ
っ
た
。
焼
火
之
間
の
北
に
続
く
御
小
納
戸
を
含
め
、こ
の
辺
を「
奥
」と
い
う
。「
奥
」

の
南
側
は
、「
中
奥
」
と
呼
ば
れ
た
。「
中
奥
」
は
、
焼
火
之
間
・
鳥
之
間
・
溜
之
間
・

御
数
寄
屋
・
御
鎖
之
間
・
奥
舞
台
・
近
習
番
所
・
楽
器
之
間
な
ど
の
部
屋
で
構
成
さ
れ

る
。「

中
奥
」
の
南
側
が
、「
表
」
の
空
間
と
な
る
。「
奥
」「
表
」
の
出
入
口
は
、
大
壁
所

（
書
）口
一
個
所
の
み
と
い
う
。
こ
の
口
を
境
に
、
東
側
が
政
治
空
間
、
西
側
が
儀
礼
空

間
に
分
か
れ
る
。
政
治
空
間
の
中
心
が
、
御
年
寄
御
用
所
で
あ
る
。
他
に
、
用
人
・
右

筆
部
屋
・
被
仰
渡
之
間
・
大
勝
手
・
留
書
頭
御
用
所
・
目
付
部
屋
な
ど
が
見
え
る
。
上

三
席
は
、
熱
田
奉
行
・
岐
阜
奉
行
・
旗
奉
行
・
小
普
請
奉
行
・
御
深
井
丸
番
頭
な
ど
、

下
三
席
は
、
弓
矢
奉
行
・
明
倫
堂
教
授
・
木
曽
材
木
奉
行
・
幕
奉
行
・
金
奉
行
・
川
並

奉
行
な
ど
が
詰
め
る
所
と
い
う
。

儀
礼
空
間
は
、
三
部
屋
に
分
か
れ
る
。
御
夜
居
之
間
・
御
対
面
所（
書
院
）・
御
広
間

で
あ
る
。
た
と
え
ば
年
頭
御
礼
は
、
太
刀
馬
代
御
礼
以
上
が
対
面
所（
書
院
）、
太
刀
馬

代
御
礼
以
下
が
広
間
で
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
当
主
の
代
替
わ
り
ご
と
に
行
わ
れ
る
「
御

條
目
」
の
公
布
は
、
物
頭
以
上
が
御
夜
居
之
間
、
物
頭
以
下
が
広
間
で
実
施
さ
れ
た
。

こ
こ
で
は
、
尾
張
家
当
主
へ
の
謁
見
や
、
年
寄
・
用
人
な
ど
が
家
臣
に
申
渡
し
を
行

う
部
屋
に
注
目
し
、
行
事
ご
と
の
格
の
違
い
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

（
4
）

（
5
）
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図1　名古屋城「二の丸御殿古図」
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註：名古屋市編『名古屋城史』（名古屋市役所、1959年）、213頁の図より引用。
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（
一
）　

尾
張
家
当
主
の
政
治
空
間

　

1　

中
御
座
之
間
で
の
政
務

当
主
が
直
接
家
臣
に
申
渡
し
を
行
う
場
合
は
、「
奥
」
の
中
御
座
之
間
が
使
わ
れ

た
。
図
2
は
、「
天
保
十
四
卯
年
改
御
前
お
ゐ
て
御
直
被
仰
渡
之
節
御
席
図
」（
続
林
絵
図

一
九
〇
一
、
細
目
二
四
）で
あ
る
。
こ
の
「
仰
渡
」
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
江
戸
市

谷
屋
敷
で
は
、
物
頭
以
上
の
役
職
任
命
は
当
主
が
行
っ
て
い
る
の
で
、
同
内
容
の
行
事

を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
図
17
と
比
較
す
る
と
、
列
席
す
る
年
寄
・
側
用

人
・
用
人
の
人
数
が
多
く
、
席
の
配
置
も
異
な
る
た
め
、
今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

図
に
よ
る
と
、
当
主
は
記
載
が
な
い
も
の
の
、
上
段
の
中
央
に
着
座
し
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
御
用
を
受
け
る
当
人
以
外
の
出
席
者
は
、
年
寄
・
側
用
人
・
用
人
の
三

役
で
あ
る
。
年
寄
五
人
は
御
三
之
間
の
北
側
端
、
側
用
人
三
人
と
用
人
五
人
は
、
紅
葉

之
間
に
座
っ
て
い
た
。
か
か
る
座
席
の
な
か
、
御
用
を
受
け
る
当
人
は
、
ま
ず
竹
之
間

の
西
側
末
に
控
え
、
当
主
着
座
の
の
ち
、
用
人
の
案
内
に
よ
り
竹
之
間
の
東
前
方
に
出

席
し
、
そ
の
後
、
御
次（
二
之
間
）の
下
か
ら
一
畳
目
に
進
ん
で
、
御
用
の
命
を
受
け
た
。

（
6
）

図2　天保十四卯年改御前おゐて御直被仰渡之節御席図

参考図1（図1の部分図）
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御
用
を
受
け
る
当
人
の
格
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
御
次
之
間
に
入
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
格
の
高
い
人
物
と
推
測
さ
れ
る
。

（
二
）　

年
寄
の
政
治
空
間

年
寄
の
格
式
や
職
務
な
ど
に
つ
い
て
は
、
林
董
一
氏
の
「
尾
張
藩
「
年
寄
」
考
」
が

詳
し
い
。
同
論
文
に
よ
っ
て
、
ま
ず
年
寄
職
の
概
要
を
記
述
し
て
お
き
た
い
。

年
寄
は
、
他
大
名
家
の
家
老
に
あ
た
る
役
職
で
あ
り
、
家
政
の
中
枢
を
な
す
。
な
か

で
も
「
両
家
年
寄
」
は
、
成
瀬
隼
人
正
家
と
竹
腰
山
城
守
家
の
当
主
の
世
襲
で
あ
る

が
、
書
状
類
の
加
判
を
免
ぜ
ら
れ
、
月
番
を
務
め
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

最
高
職
で
は
あ
る
も
の
の
、
日
常
の
政
務
に
は
あ
ま
り
係
わ
ら
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

「
万
石
以
上
年
寄
」
は
、
尾
張
家
の
家
中
で
、
知
行
高
一
万
石
以
上
の
渡
邉
飛
驒
守

家
・
石
河
伊
賀
守
家
・
志
水
甲
斐
守
家
の
当
主
が
年
寄
に
就
任
し
た
と
き
の
呼
称
で
あ

る
。
し
か
し
、
成
瀬
・
竹
腰
家
と
異
な
り
、
世
襲
で
は
な
く
、
就
任
者
は
、
勤
務
の
面

で
も
一
般
の
年
寄
と
同
様
の
扱
い
を
受
け
た
。

年
寄
の
就
任
者
は
、
元
和
三
年（
一
六
一
七
）以
降
幕
末
に
至
る
ま
で
一
一
九
人
に
及

び
、
家
数
は
五
一
家
で
あ
る
。
五
人
以
上
の
就
任
者
を
輩
出
し
た
家
は
、「
万
石
以
上

年
寄
」
の
石
河
・
渡
邉
・
志
水
三
家
の
他
、
山
澄
・
大
道
寺
・
鈴
木
・
生
駒
の
四
家
で

あ
る
。
出
自
的
に
み
る
と
、
幕
下
御
付
属
衆
と
こ
れ
に
準
ず
る
御
付
属
列
衆
が
多
く
、

全
体
の
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
。
ま
た
就
任
時
の
禄
高
は
、
一
〇
〇
〇
石
程
度
か

ら
一
万
石
ま
で
と
幅
が
広
い
が
、
二
〇
〇
〇
石
か
ら
三
〇
〇
〇
石
の
家
が
、
全
体
の
四

〇
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
を
占
有
し
て
い
た
。

年
寄
の
人
員
は
定
員
が
な
く
、
一
人
か
ら
一
一
人
と
こ
れ
も
幅
が
広
い
が
、
通
常
七

（
7
）

人
が
中
心
で
あ
り
、
名
古
屋
と
江
戸
に
分
か
れ
て
勤
務
し
た
。
そ
の
執
務
所
は
、「
御

用
部
屋
」、
も
し
く
は
「
寄
合
所
」「
御
用
所
」
と
呼
ば
れ
た
。
図
1
の
「
二
の
丸
御
殿

古
図
」
で
は
、「
御
年
寄
御
用
所

4

4

4

」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

年
寄
の
職
務
執
行
に
は
、
寛
文
二
年（
一
六
六
二
）四
月
以
降
、
月
番
制
が
導
入
さ
れ

た
。
す
な
わ
ち
、
諸
役
人
よ
り
提
出
の
書
類
は
、
当
番
の
年
寄
が
こ
れ
を
受
理
し
、
毎

日
同
役
と
協
議
し
た
。
通
常
、
非
番
の
年
寄
は
当
主
へ
の
謁
見
が
す
み
し
だ
い
退
出
す

る
が
、
月
番
だ
け
は
昼
ま
で
城
内
に
留
ま
り
、
事
を
処
理
し
た
。
た
だ
し
、
事
案
の
決

定
は
全
員
の
合
議
に
基
づ
く
建
前
上
、
そ
の
責
任
は
年
寄
全
員
が
負
っ
た
と
い
う
。

で
は
、
各
部
屋
で
の
政
務
の
状
況
を
み
よ
う
。

　

１　

御
夜
居
之
間
大
溜
で
の
政
務

文
政
三
年（
一
八
二
〇
）の
「
尾
藩
御
役
名
附
」
に
よ
れ
ば
、
役
職
の
格
式
は
、
当
主

に
太
刀
・
馬
代
を
献
上
す
る
資
格
を
有
す
る
「
太
刀
馬
代
御
礼
以
上
」、
布
衣
を
着
用

し
、
儀
式
に
際
し
て
当
主
の
会
釈
を
授
か
る
「
物
頭
以
上
」、
当
主
に
目
見
え
で
き
る

「
御
目
見
以
上
」、
当
主
に
目
見
え
で
き
な
い
「
御
目
見
以
下
」
に
大
き
く
分
か
れ
る
。

物
頭
以
上
の
役
職
任
命
は
当
主
が
行
っ
た
が
、
物
頭
以
下
の
役
職
任
命
は
年
寄
が
申
し

渡
し
た
。

（
8
）

（
9
）
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図
3
は
、「
於
御
夜
居
之
間
溜
物
頭
以
下
之
輩
御
役
替
等
被
仰
渡
候
節
之
図
」（
続
林

絵
図
一
九
〇
一
、
細
目
二
八
）で
あ
る
。
年
寄
が
物
頭
以
下
の
役
職
就
任
者
を
任
命
す
る

際
は
、
御
夜
居
之
間
溜
で
行
わ
れ
た
。
上
段
・
一
之
間
・
二
之
間
な
ど
は
、
当
主
出
席

の
と
き
の
部
屋
で
あ
り
、
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
就
任
者
は
、
長
囲

炉
裏
之
間
横
の
廊
下
に
控
え
、
側
に
目
付
三
人
が
座
っ
て
い
る
。
年
寄
出
座
の
の
ち
、

「
溜
」の「
被
仰
渡
之
輩
」の
場
所
に
出
席
し
て
役
職
に
任
命
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、

年
寄
が
五
人
出
座
と
一
人
出
座
の
場
合
が
あ
る
。「
国
秘
録
御
用
部
屋
行
事
」
の
な
か

に
、「
列
座
ニ
而
申
渡
候
御
役
替
、列
座
ニ
而
無
之
御
役
替
」
と
見
え
る
の
で
、両
方
あ
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
区
別
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

（
10
）

参考図2（図1の部分図）

図3　於御夜居之間溜物頭以下之輩御役替等被仰渡候節之図
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2　

年
寄
衆
御
用
所
・
入
側
で
の
政
務

こ
こ
で
は
、
年
寄
衆
御
用
所
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
図
１
で

は
御
用
所
の
位
置
は
判
明
す
る
も
の
の
、
部
屋
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
幸

い
、「
尾
藩
評
定
所
初
メ
役
所
絵
図
」
の
な
か
に
、
年
寄
衆
御
用
所
付
近
の
詳
細
図
が

あ
る
の
で
、
ま
ず
こ
れ
を
掲
示
し
た
い
。
図
4
は
、「
御
年
寄
衆
初
登
足
之
節
送
り
之

図
」（
続
林
絵
図
一
九
〇
一
、
細
目
一
五
）で
あ
る
。
図
1
の
「
二
の
丸
御
殿
古
図
4

4

」
と
比
較

す
る
と
、
様
子
が
異
な
る
。

す
な
わ
ち
、
図
1
で
は
、
玄
関
と
年
寄
御
用
所
と
の
間
に
い
く
つ
も
の
部
屋
が
見
ら

れ
る
の
に
対
し
、
図
4
で
は
、
玄
関
の
東
側
に
三
席
・
用
人
御
用
所
・
側
用
人
御
用
所
・

年
寄
衆
御
用
所
な
ど
が
直
結
し
て
お
り
、
そ
の
後
の
変
化
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
変
化

の
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
年
寄
の
他
に
、
側
用
人
と
用
人
に
も
「
御
用
所
」
が

設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
三
役
が
政
治
の
中
心
的
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

で
は
、
年
寄
衆
御
用
所
・
入
側
で
の
政
務
を
み
よ
う
。

図4　御年寄衆初発足之節送り之図



尾
張
徳
川
家
の
政
治
空
間

八

図
5
は
、「
評
定
所
於
御
用
所
列
衆
江
御
黒
印
被
下
候
節
之
図
」（
続
林
絵
図
一
九
〇
一
、

細
目
二
）で
あ
る
。
表
題
冒
頭
の
「
評
定
所
」
は
、
い
わ
ゆ
る
司
法
の
評
定
所
の
こ
と

で
は
な
く
、
政
治
向
の
こ
と
を
扱
う
年
寄
の
御
用
所
を
指
す
用
語
と
思
わ
れ
る
。
ま
た

「
列
衆
」
は
、
家
臣
の
出
自
の
内
、「
御
付
属
列
衆
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、

確
認
が
必
要
で
あ
る
。

列
衆
へ
黒
印
を
渡
す
行
事
の
際
は
、
年
寄
衆
御
用
所（
四
〇
・
五
畳
）に
年
寄
四
人
が

列
座
し
て
い
る
。
列
衆
は
、
ま
ず
用
人
用
談
所
に
控
え
た
の
ち
、
年
寄
衆
御
用
所
の
隣

室（
二
七
畳
）に
出
席
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
留
書
頭
が
黒
印
状
を
載
せ
た
広
蓋
を
前

に
控
え
、
列
衆
は
、
用
人
の
案
内
に
よ
り
年
寄
衆
御
用
所
に
出
座
す
る（
三
）。
広
蓋
が

年
寄
衆
の
前
に
置
か
れ
た
の
ち
、
列
衆
は
前
に
進
ん
で
黒
印
状
を
受
領
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る（
四
）。

参考図3（図4の部分図）

図5　「評定所於御用所列衆江御黒印被下候節之図」

一

二三四



尾
張
徳
川
家
の
政
治
空
間

九

図
6
は
、「
弘
化
三
午
年（
一
八
四
六
）十
二
月
廿
二
日
於
評
定
所
加
判
石
河
太
八
郎
殿

江
叙
爵
御
用
品
被
仰
渡
之
図
」（
続
林
絵
図
一
九
〇
一
、
細
目
一
七
）で
あ
る
。
石
河
太
八
郎

（
光
茂
）は
、「
万
石
以
上
年
寄
」
石
河
家
の
八
代
目
で
あ
る
。
石
河
家
は
、
七
人
年
寄

を
輩
出
し
て
お
り
、
山
澄
家
と
共
に
、
最
も
多
く
年
寄
を
出
し
た
家
の
一
つ
で
あ
る
。

太
八
郎
は
、
文
化
六
年（
一
八
〇
九
）に
家
督
を
継
ぎ
、
同
九
年
年
寄
加
判
と
な
る
。
し

か
し
、
同
一
二
年
病
気
の
た
め
加
判
御
免
と
な
り
、
天
保
一
四
年（
一
八
四
三
）に
ふ
た

た
び
加
判
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
弘
化
三
年
一
二
月
二
二
日
に
諸
大
夫
に
任
命
さ

れ
、
伊
賀
守
を
名
乗
っ
た
。

図
6
は
、
太
八
郎
が
諸
大
夫
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
の
状
況
を
示
す
。
年
寄
衆
御
用
所

の
奥
の
方
に
三
人
の
年
寄
が
列
座
し
、
隣
室
の
入
口
付
近
に
は
用
人
二
人
が
控
え
た
。

太
八
郎
は
用
人
の
側
に
控
え
た
の
ち
、
御
用
所
の
月
番
年
寄
の
前
に
進
ん
で
、
諸
大
夫

に
任
命
さ
れ
た
。
両
者
の
間
は
、
三
畳
分
開
い
て
い
る
。

（
11
）

図
6
　
弘
化
三
午
年
十
二
月
廿
二
日
於
評
定
所
加
判
石
河
太
八
郎
殿
江
叙
爵
御
用
品
被
仰
渡
之
図

参考図4（図4の部分図）



尾
張
徳
川
家
の
政
治
空
間

一
〇

図
7
は
、「
評
定
所
入
ヶ
輪
お
い
て
被
仰
渡
之
図
」（
続
林
絵
図
一
九
〇
一
、
細
目
二
三
）

で
あ
る
。
年
寄
が
役
人
に
申
し
渡
し
た
場
所
は
、
年
寄
衆
御
用
所
で
は
な
く
、
そ
の
入

側（
一
五
畳
）で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
二
者
よ
り
格
下
の
行
事
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

年
寄
四
人
は
御
用
所
に
列
座
し
、
そ
の
隣
室
入
口
に
用
人
一
人
が
控
え
た
。
申
し
渡

さ
れ
る
役
人
は
、
用
人
の
側
に
控
え
た
の
ち
、
御
用
所
入
側
に
進
ん
で
、
入
側
に
出
席

し
た
年
寄
一
人
か
ら
命
を
受
け
た
。
両
者
の
間
は
、
二
畳
分
開
い
て
い
る
。

図7　評定所入ヶ輪おいて被仰渡之図

参考図5（図4の部分図）



尾
張
徳
川
家
の
政
治
空
間

一
一

図
8
は
、「
評
定
所
御
用
所
入
ヶ
輪
お
い
て
御
用
人
差
引
被
仰
渡
之
図
」（
続
林
絵
図
一

九
〇
一
、
細
目
六
）で
あ
る
。
図
7
の
表
題
と
異
な
る
点
は
、「
御
用
人
差
引
」
の
文
言

が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
年
寄
と
面
会
す
る
際
、
用
人
の
差
配
が
あ

る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
図
7
と
図
8
を
比
較
す
る
と
、
御
用
所
で
の
年
寄
列
座
、

入
側
で
の
年
寄
一
人
と
「
被
仰
渡
之
者
」
の
対
面
の
状
況
は
同
じ
で
あ
る
が
、
御
用
所

隣
室
で
の
侍
座
の
様
子
が
異
な
る
。
図
7
で
は
用
人
一
人
が
控
え
て
い
る
が
、
図
8
で

は
、
そ
れ
以
外
に
、「
被
仰
渡
之
者
」
に
用
人
一
人
が
付
き
添
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

両
者
の
違
い
が
、
何
を
意
味
す
る
か
は
不
明
で
あ
る
。「
用
人
差
引
」
の
場
合
は
、

用
人
の
配
下
が
年
寄
に
面
会
す
る
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
後
の
検
討
が
必
要

で
あ
る
。

図8　評定所御用所入ヶ輪おいて御用人差引被仰渡之図

参考図6（図4の部分図）



尾
張
徳
川
家
の
政
治
空
間

一
二

図
9
は
、「
評
定
所
御
用
所
入
ヶ
輪
お
い
て
御
目
付
差
引
被
仰
渡
之
図
、
御
城
代
共
」

（
続
林
絵
図
一
九
〇
一
、
細
目
七
）で
あ
る
。
図
8
と
の
違
い
は
、「
御
用
人
差
引
」
が
「
御

目
付
差
引
」
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
図
は
、
用
人
で
は
な
く
、
目

付
の
差
配
に
よ
る
年
寄
へ
の
面
会
を
示
す
。
し
た
が
っ
て
、
用
人
の
場
合
よ
り
格
下
の

面
会
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
御
用
所
に
年
寄
の
列
座
は
な

く
、
月
番
年
寄
の
み
が
、
入
側
で
「
被
仰
渡
之
輩
」
に
対
面
し
て
い
る
。
ま
た
、「
被

仰
渡
之
輩
」
＝
「
当
人
」
は
、
入
側
に
出
座
す
る
前
、
御
用
所
の
隣
室
で
目
付
二
人
に

付
き
添
わ
れ
て
い
る
。

な
お
、
図
の
右
側
に
、「
天
保
十
亥（
一
八
三
九
）二
月
四
日
、
評
定
所
御
用
所
入
ヶ
輪

お
い
て
今
日
御
城
代
荒
川
主
馬
方
江
被
仰
渡
有
之
候
処
、
主
馬
方
懸
紙
之
畳
目
迄
被
罷

出
候
、
為
後
覧
誌
置
候
」
と
の
書
込
み
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
城
代
が
月
番
年
寄

か
ら
申
し
渡
さ
れ
る
際
の
座
席
は
、
年
寄
の
つ
ぎ
の
畳
目
で
あ
り
、
城
代
の
格
の
高
さ

が
う
か
が
え
る
。

参考図7（図4の部分図）

図9　評定所御用所入ヶ輪おいて御目付差引被仰渡之図、御城代共



尾
張
徳
川
家
の
政
治
空
間

一
三

図
10
は
、「
評
定
所
入
ヶ
輪
お
ゐ
て
御
用
懸
り
被
仰
渡
候
御
席
図
」（
続
林
絵
図
一
九
〇

一
、
細
目
二
〇
）で
あ
る
。
こ
の
図
は
、
図
右
側
の
「
御
用
懸
被
仰
渡
候
次
第
」
に
よ
れ

ば
、
右
筆
組
頭
の
田
嶋
八
右
衛
門
・
大
塩
弥
三
郎
両
人
に
御
用
懸
り
が
命
ぜ
ら
れ
た
と

き
の
状
況
を
示
す
。
両
人
は
、
御
用
所
隣
室
に
控
え
た
の
ち
、
入
側
に
出
座
し
て
、
両

人
並
ん
で
年
寄
一
人
か
ら
御
用
懸
り
に
任
命
さ
れ
た
。

田
嶋
・
大
塩
両
人
が
隣
室
に
控
え
て
い
る
と
き
、「
操
出
御
用
人
」
と
「
引
加
御
用

人
」
が
側
に
座
っ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。「
御
用
懸
被
仰
渡
候
次
第
」
の
文
章
の

中
に
、「
操
出
口
江
着
座
」
と
の
文
言
が
見
え
る
の
で
、
出
入
口
付
近
を
「
操
出
口
」

と
称
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、出
入
口
を
管
理
す
る
用
人
を
「
操
出
御
用
人
」

と
呼
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、「
引
加
御
用
人
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も
右
の

文
章
の
中
に
、「
差
引
図
面
之
通
、
引
加
之
輩
御
取
合
難
有

仕
合
有
之
候
事
」
と
記
さ
れ
て

い
る
の
で
、
年
寄
と
の
と
り
な
し
を
行
う
用
人
を
「
引
加
御
用
人
」
と
称
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
こ
の
用
人
は
、
年
寄
「
仰
渡
」
の
場
に
も
出
座
し
、
田
嶋
・
大
塩
両
人
の
側
に

控
え
て
い
る
。

（
12
）

参考図8（図4の部分図）

図10　評定所入ヶ輪おゐて御用懸り被仰渡候御席図



尾
張
徳
川
家
の
政
治
空
間

一
四

（
三
）　

用
人
の
政
治
空
間

こ
こ
で
は
、
用
人
の
政
治
空
間
を
み
よ
う
。
用
人
は
、
今
迄
み
て
き
た
ご
と
く
、
年

寄
申
渡
し
の
際
、
出
入
り
口
に
控
え
た
り
、
年
寄
と
の
と
り
な
し
を
務
め
た
り
し
て
い

た
。
で
は
、
用
人
自
身
が
申
渡
し
を
行
う
例
は
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

図
11
は
、「
於
評
定
所
両
家
御
年
寄
衆
初
使
者
江
御
書
相
渡
候
節
之
図
」（
続
林
絵
図
一

九
〇
一
、
細
目
九
）で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、「
両
家
御
年
寄
衆
初
使
者
」
と
あ
る
の

で
、
家
臣
の
使
者
、
つ
ま
り
、
陪
臣
へ
「
御
書
」
を
渡
す
行
事
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
行
事
は
、
用
人
御
用
所
の
入
側（
一
三
・
五
畳
）で
行
わ
れ
た
。
年
寄
申
渡
し
の
場

合
は
、
い
ず
れ
も
畳
目
の
内
に
着
座
し
て
い
る
が
、
用
人
申
渡
し
の
と
き
は
、
畳
目
を

ま
た
が
っ
て
座
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
が
い
か
な
る
意
味
を

有
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

図11　於評定所両家御年寄衆初使者江御書相渡候節之図

参考図9（図4の部分図）



尾
張
徳
川
家
の
政
治
空
間

一
五

二
　
江
戸
市
谷
屋
敷
に
お
け
る
政
治
空
間

尾
張
徳
川
家
当
主
の
江
戸
に
お
け
る
住
居
兼
政
庁
は
、
市
谷
屋
敷
の
東
御
殿
で
あ

る
。
図
12
は
、
天
保
一
〇
～
一
三
年（
一
八
三
九
～
四
二
）頃
の
状
況
を
示
す
東
御
殿
図

（「
御
殿
中
惣
図
」）の
内
、
儀
礼
・
政
治
空
間
を
示
す
。
そ
の
中
心
と
な
る
の
が
、
書
院

と
小
書
院
で
あ
る
。
書
院
は
、
当
主
中
心
の
接
客
儀
礼
や
大
規
模
な
年
中
行
事
、
小
書

院
は
、
当
主
と
旗
本
・
寺
社
・
家
臣
と
の
対
面
や
小
規
模
な
年
中
行
事
に
用
い
ら
れ

た
。
こ
と
に
、
家
臣
と
の
政
治
的
な
対
面
は
小
書
院
で
行
わ
れ
た
。
一
方
、
年
寄
の
政

治
空
間
は
、
小
書
院
の
入
側
・
小
書
院
南
溜（
図
に
は
「
書
院
南
溜
」
と
あ
る
が
誤
り
）・

大
勝
手
の
三
ヶ
所
で
あ
る
。
ま
た
、
用
人
や
側
用
人
の
政
治
空
間
は
雁
之
間
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
当
主
・
年
寄
・
用
人（
ま
た
は
側
用
人
）の
政
治
空
間
は
異
な
っ
て
い

た
。
こ
こ
で
は
、
当
主
へ
の
謁
見
や
、
年
寄
な
ど
が
家
臣
に
申
渡
し
を
行
う
部
屋
で
ど

の
よ
う
な
行
事
が
実
施
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
の
格
の
違
い
に
つ
い
て

も
考
察
し
た
い
。

（
13
）

図12　「御殿中惣図」（市谷屋敷東御殿図）の部分図

註：徳川林政史研究所所蔵。網かけの部分は政治空間を示す。
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尾
張
徳
川
家
の
政
治
空
間

一
六

（
一
）　

尾
張
家
当
主
の
政
治
空
間

　

１　

小
書
院
で
の
政
務

旗
本
・
寺
社
の
謁
見
や
、
家
臣
の
家
督
御
礼
、
当
主
に
よ
る
家
臣
へ
の
役
職
任
命
は
、

小
書
院
で
行
わ
れ
た
。
図
13
は
、「
御
小
書
院
お
ゐ
て
御
旗
本
衆
御
目
通
之
図
」（「（
市

谷
屋
敷
）諸
図
」
一
冊
目
の
三
一
図
）で
あ
る
。

当
主
は
記
載
が
な
い
も
の
の
、
上
段
の
中
央
に
座
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
家

臣
は
、
三
之
間
の
隅
に
年
寄
二
人
・
側
用
人
一
人
・
用
人
一
人
、
衝
立
て
の
後
に
目
付

一
人
が
着
座
し
て
い
た
。
か
か
る
座
席
の
な
か
、旗
本
は
二
之
間
で
目
見
え
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
職
階
の
違
い
に
よ
っ
て
、
座
席
の
畳
目
が
異
な
る
。
布
衣
以
上
は
下
か
ら
二

畳
目
、
御
目
見
え
以
上
は
下
か
ら
一
畳
目
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
布
衣
以
上
の
旗
本

は
、
御
目
見
え
以
上
に
比
べ
、
畳
一
枚
分
当
主
に
近
づ
け
る
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
旗
本
は
二
之
間
で
目
見
え
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
格
の
高
さ
が
わ
か
る
。

（
14
）

図13　御小書院おゐて御旗本衆御目通之図

参考図10（図12の部分図）



尾
張
徳
川
家
の
政
治
空
間

一
七

図
14
は
、「
御
登
城
帰
御
之
節
高
野
山
御
宮
別
当
大
徳
院
儀
御
小
書
院
お
ゐ
て
御
目

見
之
席
図
」（「（
市
谷
屋
敷
）諸
図
」
一
冊
目
の
三
五
図
）で
あ
る
。
こ
の
図
は
、
金
剛
峰
寺

の
別
当
を
務
め
る
大
徳
院
が
、
尾
張
家
当
主
に
目
見
え
す
る
と
き
の
図
で
あ
る
。

当
主
は
上
段
の
中
央
に
座
り
、
家
臣
は
、
三
之
間
の
隅
に
年
寄
二
人
・
側
用
人
一

人
・
差
引
の
用
人
一
人
・
披
露
の
用
人
一
人
、
衝
立
て
の
後
に
目
付
一
人
が
座
っ
て
い

た
。
大
徳
院
は
、
小
書
院
南
溜
か
ら
出
て
、
二
之
間
の
下
よ
り
二
畳
目
に
進
み
、
側
に

控
え
る
用
人
が
当
主
に
披
露
し
た
。
廟
所
や
位
牌
等
を
管
理
し
、
徳
川
家
の
宿
坊
も
務

め
る
大
徳
院
の
座
席
が
、
旗
本
布
衣
役
と
同
じ
畳
目
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
格
の
高

さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
15
）

図14　御登城帰御之節高野山御宮別当大徳院儀御小書院おゐて御目見之席図

参考図11（図12の部分図）



尾
張
徳
川
家
の
政
治
空
間

一
八

図
15
は
、「
於
御
小
書
院
建
中
寺
御
目
見
并
不
時
御
礼
之
図
」（「（
市
谷
屋
敷
）諸
図
」
一

冊
目
の
三
六
図
）で
あ
る
。
建
中
寺
は
、
尾
張
家
の
二
代
当
主
光
友
が
、
初
代
義
直
追
善

の
た
め
に
創
建
し
た
寺
で
あ
り
、
尾
張
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
。

当
主
は
、
右
の
「
御
錠
口
」
か
ら
出
て
、
上
段
中
央
に
座
っ
て
い
る
。
家
臣
は
、
三

之
間
の
隅
に
年
寄
一
人
・
側
用
人
一
人
・
用
人
一
人
、
衝
立
て
の
後
に
目
付
一
人
が
着

座
し
た
。
旗
本
・
大
徳
院
の
目
見
え
と
比
べ
れ
ば
、
年
寄
は
二
人
か
ら
一
人
の
出
座
と

な
り
、
年
寄
・
側
用
人
・
用
人
の
座
席
も
、
少
し
前
方
に
変
化
し
て
い
る
。
そ
れ
だ

け
、
内
輪
の
謁
見
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
建
中
寺
住
職
の
座
席
は
、
二
之
間
の
下

か
ら
一
畳
目
で
あ
り
、
御
目
見
え
以
上
の
旗
本
と
同
じ
で
あ
る
。
住
職
は
、
献
上
物
を

前
に
置
い
て
目
見
え
し
、
側
に
座
る
用
人
が
披
露
し
た
。 （

16
）

図15　於御小書院建中寺御目見并不時御礼之図

参考図12（図12の部分図）



尾
張
徳
川
家
の
政
治
空
間

一
九

図
16
は
、「
千
秋
出
雲
守
初
メ
御
目
見
之
席
図
」（「（
市
谷
屋
敷
）諸
図
」
一
冊
目
三
四

図
）で
あ
る
。
千
秋
家
は
、
尾
張
藩
領
に
あ
る
、
熱
田
神
宮
の
大
宮
司
職
を
世
襲
し
た

名
家
で
あ
る
。
四
代
将
軍
徳
川
家
綱
が
発
給
し
た
朱
印
状
に
よ
れ
ば
、
そ
の
社
領
は
一

六
六
五
石
で
あ
る
。

当
主
は
上
段
の
中
央
に
座
し
、
家
臣
は
、
年
寄
一
人
・
用
人
一
人
が
三
之
間
の
隅
に

着
座
し
て
い
る
。
千
秋
出
雲
守
は
、
二
之
間
の
敷
居
外
上
か
ら
三
畳
目
に
座
っ
て
謁
見

し
た
。
上
か
ら
二
畳
目
に
座
る
用
人
が
、
当
主
に
披
露
し
て
い
る
。
旗
本
・
大
徳
院
・

建
中
寺
と
比
べ
る
と
、
千
秋
家
の
、
尾
張
家
に
お
け
る
格
の
低
さ
は
明
ら
か
で
あ
る
。

な
お
、
図
の
表
題
の
下
に
、「
佐
分
右
兵
衛
・
氷
室
兵
庫
、
同
四
畳
目
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
佐
分
の
身
分
・
地
位
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
氷
室
兵
庫
は
若
宮
八
幡
社
の

神
主
と
推
測
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
彼
ら
は
、二
之
間
敷
居
外
上
か
ら
四
畳
目
に
座
っ
て

謁
見
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
千
秋
家
と
は
、
畳
一
枚
の
違
い
が
あ
る
。

（
17
）（

18
）

図16　千秋出雲守初メ御目見之席図

参考図13（図12の部分図）



尾
張
徳
川
家
の
政
治
空
間

二
〇

当
主
に
対
す
る
旗
本
・
寺
社
の
目
見
え
を
み
て
き
た
が
、
つ
ぎ
に
、
当
主
に
よ
る
役

職
任
命
を
み
よ
う
。
図
17
は
、「
御
小
書
院
江
出
御
一
役
壱
人
江
被
仰
渡
之
席
図
、
但

物
頭
已
上
」（「（
市
谷
屋
敷
）諸
図
」
一
冊
目
の
二
一
図
）で
あ
る
。

物
頭
以
上
の
役
職
就
任
者
は
、
当
主
が
任
命
し
た
。
こ
れ
は
、
幕
府
の
場
合
、
布
衣

以
上
の
役
職
就
任
者
に
つ
い
て
は
将
軍
が
任
命
す
る
こ
と
に
倣
っ
て
の
こ
と
と
推
測
さ

れ
る
。
御
礼
事
の
場
合
は
、
当
主
の
権
威
を
示
す
た
め
、
当
主
と
御
礼
者
と
の
距
離
を

長
く
設
定
し
て
い
た
が
、
役
職
任
命
は
比
較
的
近
く
で
行
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
役
職

就
任
者
は
二
之
間
の
上
か
ら
四
畳
目
に
座
っ
て
お
り
、
他
の
出
席
者
で
あ
る
年
寄
四

人
・
側
用
人
一
人
・
用
人
一
人
も
、
二
之
間
で
は
あ
る
も
の
の
、
上
段
に
着
座
す
る
当

主
の
近
く
に
控
え
て
い
る
。

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
小
書
院
で
は
、
当
主
の
座
席
は
上
段
で
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
家

臣
の
座
席
は
、
御
礼
事
の
場
合
は
三
之
間
、
政
務
に
係
わ
る
こ
と
は
二
之
間
と
異
な
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

（
19
）

（
20
）

図17　御小書院江出御一役壱人江被仰渡之席図、但物頭已上

参考図14（図12の部分図）



尾
張
徳
川
家
の
政
治
空
間

二
一

（
二
）　

年
寄
の
政
治
空
間

　

1　

小
書
院
入
側
で
の
政
務

図
18
は
、「
御
小
書
院
御
入
側
お
ゐ
て
物
頭
以
上
之
輩
江
被
仰
渡
之
節
席
図
」（「（
市
谷

屋
敷
）諸
図
」
四
冊
目
の
一
〇
図
）で
あ
る
。
す
で
に
み
た
ご
と
く
、
小
書
院
の
上
段
と
二

之
間
は
、
尾
張
家
当
主
が
出
座
す
る
行
事
に
使
わ
れ
た
が
、
年
寄
が
物
頭
以
上
の
役
職

就
任
者
に
申
渡
し
を
行
う
際
は
、
二
之
間
の
南
入
側
が
使
用
さ
れ
た
。

出
席
者
は
、
用
人
御
側
懸
り
一
人
・
目
付
五
人
・
徒
目
付
組
頭
一
人
が
三
之
間
に
控

え
、
命
を
受
け
る
当
人
は
三
之
間
の
東
側
に
座
っ
た
。
年
寄
三
人
が
北
側
の
入
側
を

通
っ
て
二
之
間
の
南
入
側
に
出
座
し
、
用
人
御
側
懸
り
も
三
之
間
か
ら
そ
の
入
側
に
出

席
し
て
、
年
寄
の
側
に
控
え
た
。
そ
の
後
、
召
さ
れ
た
当
人
は
目
付
の
側
を
通
っ
て
入

側
に
出
座
し
、
二
之
間
寄
り
に
座
す
月
番
年
寄
か
ら
命
を
受
け
た
。
年
寄
と
の
間
は
、

二
畳
分
開
い
て
い
る
。
な
お
、
用
人
御
側
懸
り
の
出
席
は
、
嘉
永
四
年（
一
八
五
一
）七

月
一
〇
日
に
、
鷹
匠
頭
の
平
川
瀬
兵
衛
が
申
渡
し
を
受
け
た
と
き
の
例
で
あ
る
。

図18　御小書院御入側おゐて物頭以上之輩江被仰渡之節席図

参考図15（図12の部分図）



尾
張
徳
川
家
の
政
治
空
間

二
二

　

2　

小
書
院
南
溜
で
の
政
務

図
19
は
、「
御
小
書
院
南
溜
ニ
而
山
村
甚
兵
衛
・
千
村
平
右
衛
門
江
御
年
寄
衆
御
暇
被

仰
渡
相
済
而
御
小
書
院
お
ゐ
て
御
目
見
之
図
」（「（
市
谷
屋
敷
）諸
図
」
一
冊
目
の
三
九
図
）で

あ
る
。
山
村
・
千
村
両
家
は
、
尾
張
家
家
臣
で
あ
り
な
が
ら
、
幕
府
の
支
配
も
う
け
る

と
い
う
特
殊
な
家
柄
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
尾
張
家
で
は
職
制
上
大
寄
合
に
属
し
た

が
、
そ
の
一
方
で
、
山
村
家
は
「
木
曽
福
島
関
所
預
」、
千
村
家
は
「
信
州
榑
木
山
支

配
」
を
務
め
、
幕
府
の
「
表
交
代
寄
合
並
」
に
列
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
在
所
の
木
曽

福
島
や
美
濃
久
々
利
に
居
住
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

図
で
は
千
村
家
の
暇
の
例
が
示
さ
れ
る
が
、
山
村
家
の
格
式
も
同
じ
で
あ
る
。
小
書

院
南
溜
で
は
、
年
寄
一
人
が
三
之
間
近
く
の
一
畳
目
、
目
付
三
人
は
南
の
端
に
座
っ
て

い
る
。
千
村
平
右
衛
門
は
、
西
側
四
畳
目
に
控
え
、
年
寄
の
前
三
畳
目
に
出
座
し
て
暇

の
申
渡
し
を
う
け
た
の
ち
、
西
側
四
畳
目
に
戻
っ
た
。
そ
の
後
、
年
寄
は
三
之
間
へ
移

動
し
、
平
右
衛
門
は
当
主
へ
の
謁
見
の
た
め
、
三
之
間
の
東
端
に
出
座
し
た
。
こ
こ
で

は
、
年
寄
の
他
、
側
用
人
一
人
・
用
人
四
人
が
侍
座
し
、
北
側
の
端
衝
立
て
の
後
に
目

付
一
人
が
座
っ
た
。
平
右
衛
門
は
図
に
は
見
え
な
い
も
の
の
、
三
之
間
の
上
か
ら
三
畳

目
で
目
見
え
し
た
。

（
21
）

（
22
）

図19　御小書院南溜ニ而山村甚兵衛・千村平右衛門江御年寄衆御暇被仰渡相済而御小書院おゐて御目見之図

参考図16（図12の部分図）



尾
張
徳
川
家
の
政
治
空
間

二
三

図
20
は
、「
於
御
小
書
院
御
年
寄
衆
諸
大
夫
被
仰
付
之
節
并
御
加
増
知
等
被
下
為
御

礼
使
者
を
以
差
上
物
之
節
且
物
頭
以
上
之
面
々
御
加
増
知
之
御
礼
共
之
席
図
」（「（
市
谷

屋
敷
）諸
図
」
四
冊
目
の
五
図
）で
あ
る
。
こ
れ
は
、
年
寄
が
諸
大
夫
に
任
命
さ
れ
た
と
き

や
加
増
な
ど
を
う
け
た
と
き
に
、
御
礼
の
た
め
に
使
者
を
も
っ
て
差
上
物
を
献
上
す
る

際
、
あ
る
い
は
、
物
頭
以
上
の
人
々
が
加
増
を
う
け
た
と
き
に
御
礼
を
す
る
際
の
図
で

あ
る
。

御
小
書
院
の
三
之
間
寄
り
の
南
溜
一
畳
目
に
年
寄
一
人
、
二
畳
目
の
東
側
隅
に
用
人

一
人
が
座
り
、
入
口
付
近
に
目
付
一
人
が
控
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
座
席
の
な
か
、
差

上
物
を
当
人
が
持
ち
出
し
て
用
人
の
前
に
置
い
て
い
る
が
、
年
寄
の
正
面
に
座
っ
て
い

る
人
物
と
、
衝
立
て
の
後
に
い
る
人
物
の
二
通
り
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
前
者
が
物
頭

以
上
の
加
増
を
う
け
た
人
物
、
後
者
が
諸
大
夫
に
任
命
、
あ
る
い
は
加
増
を
う
け
た
年

寄
の
使
者
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
後
の
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

図20　於御小書院御年寄衆諸大夫被仰付之節并御加増知等被下為御礼使者を以差上物之節且物頭以上
之面々御加増知之御礼共之席図

参考図17（図12の部分図）



尾
張
徳
川
家
の
政
治
空
間

二
四

図
21
は
、「
御
小
書
院
南
溜
お
ゐ
て
家
督
御
礼
之
節
席
図
、
但
御
年
寄
衆
謁
」（「（
市

谷
屋
敷
）諸
図
」
四
冊
目
の
二
上
図
）で
あ
る
。
こ
れ
は
、
年
寄
に
家
督
御
礼
を
す
る
と
き

の
席
図
で
あ
る
。

御
小
書
院
三
之
間
寄
り
の
南
溜
一
畳
目
に
年
寄
一
人
、
三
畳
目
の
東
側
隅
に
用
人
一

人
、
南
側
の
端
に
目
付
一
人
が
着
座
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
座
席
の
な
か
、
家
督
御
礼

者
四
人
は
、
四
畳
目
に
横
一
列
に
並
ん
で
年
寄
に
対
面
し
た
。
年
寄
と
の
間
は
、
二
畳

分
開
い
て
い
る
。

な
お
、
ほ
ぼ
同
様
の
図
に
、「
於
御
小
書
院
南
溜
御
留
守
方
御
使
番
已
下
御
目
見
以

上
之
輩
家
督
御
礼
席
図
」（「（
市
谷
屋
敷
）諸
図
」
四
冊
目
の
九
図
）が
あ
る
。
図
21
は
、
四

人
の
御
礼
者
が
並
ん
で
い
る
が
、
右
の
図
の
御
礼
者
は
一
人
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
は
、

年
寄
・
用
人
・
目
付
の
座
席
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。
図
21
に
つ
い
て
は
、
家
督
御
礼
を

す
る
者
の
格
式
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
右
の
図
に
は
「
御
使
番
已
下
御
目
見
以
上
」

と
あ
る
の
で
、
図
21
も
物
頭
以
下
御
目
見
以
上
の
役
職
就
任
者
の
家
督
御
礼
を
示
す
も

の
と
思
わ
れ
る
。

図21　御小書院南溜おゐて家督御礼之節席図、但御年寄衆謁

参考図18（図12の部分図）



尾
張
徳
川
家
の
政
治
空
間

二
五

図
22
は
、「
御
小
書
院
南
溜
ニ
而
建
中
寺
住
職
被
仰
付
候
図
」（「（
市
谷
屋
敷
）諸
図
」
四

冊
目
の
七
図
）で
あ
る
。
こ
れ
は
、
年
寄
が
尾
張
家
菩
提
寺
の
建
中
寺
住
職
を
任
命
す
る

と
き
の
席
図
で
あ
る
。

年
寄
は
、
御
小
書
院
三
之
間
寄
り
の
南
溜
の
上
か
ら
二
畳
目
の
真
中
、
用
人
は
三
畳

目
の
東
側
、
目
付
は
南
側
の
端
に
一
人
、
廊
下
に
二
人
、
そ
れ
ぞ
れ
着
座
し
て
い
る
。

か
か
る
座
席
の
な
か
、
住
職
に
任
命
さ
れ
る
者
は
、
廊
下
の
目
付
の
側
に
控
え
た
の

ち
、
南
溜
の
上
か
ら
五
畳
目
に
出
座
し
て
、
年
寄
か
ら
命
を
う
け
た
。
年
寄
と
の
間
は
、

二
畳
分
開
い
て
い
る
。

図22　御小書院南溜ニ而建中寺住職被仰付候図

参考図19（図12の部分図）



尾
張
徳
川
家
の
政
治
空
間

二
六

　

3　

大
勝
手
で
の
政
務

図
23
は
、「
御
小
書
院
南
溜
御
修
復
中
大
勝
手
お
い
て
御
用
被
仰
渡
之
図
」（「（
市
谷
屋

敷
）諸
図
」
四
冊
目
の
一
四
図
）で
あ
る
。
冒
頭
に
「
御
小
書
院
南
溜
御
修
復
中
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
行
事
は
、
本
来
な
ら
同
所
で
行
う
べ
き
「
仰
渡
」
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。

大
勝
手
は
一
之
間
が
二
七
畳
、
二
之
間
が
一
八
畳
で
あ
る
。
図
に
よ
る
と
、
書
院
北

溜
寄
り
の
一
畳
目
に
年
寄
二
人
、
三
畳
目
の
北
側
に
用
人
一
人
が
座
っ
て
い
る
。
二
之

間
一
畳
目
の
一
之
間
寄
り
に
目
付
三
人
、
入
口
付
近
に
目
付
一
人
が
着
座
し
て
い
る
。

か
か
る
座
席
の
な
か
、「
被
仰
渡
之
輩
」
は
、
二
之
間
二
畳
目
の
北
側
に
控
え
、
入
口

付
近
の
目
付
の
前
を
通
っ
て
、一
之
間
六
畳
目
の
南
側
に
出
座
し
、年
寄
か
ら
「
仰
渡
」

を
う
け
た
。
年
寄
と
の
間
は
、
四
畳
分
開
い
て
い
る
。

図23　御小書院南溜御修復中大勝手おいて御用被仰渡之図

参考図20（図12の部分図）



尾
張
徳
川
家
の
政
治
空
間

二
七

図
24
は
、「
於
大
勝
手
御
用
列
以
下
御
目
見
以
上
一
役
壱
人
被
仰
渡
之
図
」（「（
市
谷
屋

敷
）諸
図
」
四
冊
目
の
一
七
図
）で
あ
る
。
す
で
に
図
17
で
み
た
ご
と
く
、
物
頭
以
上
の
役

職
就
任
者
に
つ
い
て
は
、
小
書
院
で
当
主
が
任
命
し
た
が
、
御
用
列
以
下
御
目
見
以
上

の
役
職
就
任
者
に
つ
い
て
は
、
大
勝
手
に
お
い
て
年
寄
が
任
じ
た
。

年
寄
三
人
は
、
大
勝
手
一
之
間
の
書
院
北
溜
寄
り
一
畳
目
、
用
人
一
人
は
三
畳
目
の

北
側
に
、
そ
れ
ぞ
れ
着
座
し
、
目
付
は
一
之
間
の
六
畳
目
と
上
辻
席
の
東
側
に
座
っ
て

い
る
。
か
か
る
座
席
の
な
か
、
役
職
就
任
者
は
、
下
辻
席
の
入
側
に
六
人
ず
つ
控
え
、

大
勝
手
二
之
間
に
出
座
し
て
任
命
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
座
席
の
位
置
に

つ
い
て
は
、
記
載
が
な
く
不
明
で
あ
る
。

図24　於大勝手御用列以下御目見以上一役壱人被仰渡之図

参考図21（図12の部分図）



尾
張
徳
川
家
の
政
治
空
間

二
八

図
25
は
、「
於
大
勝
手
世
録
高
ニ
御
加
増
米
被
成
下
候
節
之
図
」（「（
市
谷
屋
敷
）諸
図
」

四
冊
目
の
一
八
図
）で
あ
る
。
こ
の
図
は
、
世
録
高
に
加
増
米
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
の
席

図
で
あ
る
。

年
寄
の
人
数
が
三
人
か
ら
一
人
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
除
け
ば
、
年
寄
・
用
人
・

目
付
の
座
席
は
、図
24
の
役
職
任
命
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
年
寄
の
人
数
の
減
少
は
、

加
増
米
を
う
け
る
行
事
が
、
役
職
任
命
よ
り
格
下
の
行
事
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
加
増
米
を
う
け
る
当
人
は
、
大
勝
手
二
之
間
の
一
之
間
寄
り
一
畳
目
に

座
っ
て
、
年
寄
か
ら
命
ぜ
ら
れ
た
。
年
寄
と
の
間
は
、
五
畳
分
開
い
て
い
る
。
な
お
、

図
の
加
増
米
を
う
け
る
二
人
の
う
ち
、
南
側
に
座
る
方
が
上
席
で
あ
る
。

図25　於大勝手世録高ニ御加増米被成下候節之図

参考図22（図12の部分図）



尾
張
徳
川
家
の
政
治
空
間

二
九

図
26
は
、「
犬
山
之
城
修
復
之
儀
ニ
付
隼
人
正
殿
家
来
江
大
勝
手
お
ゐ
て
御
年
寄
衆

奉
書
御
渡
之
節
之
席
図
」（「（
市
谷
屋
敷
）諸
図
」
四
冊
目
の
二
五
図
）で
あ
る
。
こ
れ
は
、

「
両
家
年
寄
」
の
犬
山
城
主
成
瀬
隼
人
正
が
居
城
の
修
復
願
を
出
し
た
際
、
そ
れ
を
許

可
す
る
奉
書
を
、
年
寄
が
成
瀬
の
家
来
へ
渡
す
と
き
の
席
図
で
あ
る
。

大
勝
手
一
之
間
に
お
け
る
年
寄
・
用
人
の
座
席
は
、
図
25
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、

用
人
の
席
は
若
干
北
側
に
退
い
て
い
る
点
が
異
な
る
。
目
付
の
席
は
、
二
之
間
の
一
之

間
寄
り
一
畳
目
に
二
人
、
一
之
間
へ
の
入
口
付
近
に
一
人
着
座
し
て
い
た
。
奉
書
を
載

せ
た
広
蓋
は
、
留
書
頭
が
入
口
付
近
か
ら
、
年
寄
の
座
席
近
く
右
に
持
ち
出
し
て
置
き
、

入
口
に
い
る
目
付
の
後
に
退
い
た
。
成
瀬
の
家
来
は
、二
之
間
入
側
に
控
え
て
い
た
が
、

「
引
出
方
」
の
目
付
の
指
示
に
よ
り
、
一
之
間
の
年
寄
の
前
に
進
ん
で
、
奉
書
を
請
取
っ

て
拝
伏
し
、
退
去
し
た
。

図26　犬山之城修復之儀ニ付隼人正殿家来江大勝手おゐて御年寄衆奉書御渡之節之席図

参考図23（図12の部分図）



尾
張
徳
川
家
の
政
治
空
間

三
〇

（
三
）　

用
人
の
政
治
空
間

　

1　

雁
之
間
で
の
政
務

つ
ぎ
に
、
用
人（
ま
た
は
側
用
人
）の
政
治
空
間
を
み
よ
う
。
図
27
は
、「
大
勝
手
差
支

候
節
於
雁
之
間
使
者
謁
之
図
」（「（
市
谷
屋
敷
）諸
図
」
四
冊
目
の
二
六
図
）で
あ
る
。
冒
頭

に
「
大
勝
手
差
支
候
節
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
、
本
来
な
ら
用
人
が
同
所
で
行

う
べ
き
行
事
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

雁
之
間
は
四
部
屋
に
分
か
れ
て
お
り
、
上
溜
一
〇
畳
、
雁
之
間
一
七
畳
半
、
次
之
間

一
七
畳
半
、
溜
り
一
四
畳
で
あ
る
。
行
事
は
、「
上
溜
」
で
行
わ
れ
て
い
る
。
用
人
は

上
溜
の
北
側
一
畳
目
に
座
り
、
目
付
は
二
畳
目
の
西
側
に
着
座
し
、
徒
目
付
は
入
側
に

控
え
た
。
か
か
る
座
席
の
な
か
、
年
寄
の
使
者
は
廊
下
に
控
え
た
の
ち
、
上
溜
に
進
ん

で
用
人
に
面
会
し
た
。
そ
の
際
、
両
家
年
寄
と
平
年
寄
の
使
者
で
は
座
席
が
異
な
る
。

両
家
年
寄
の
使
者
は
下
か
ら
二
畳
目
、
平
年
寄
の
使
者
は
下
か
ら
一
畳
目
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
用
人
と
の
間
は
、
前
者
は
二
畳
分
、
後
者
は
三
畳
分
開
い
て
い
た
こ
と
に

な
る
。
こ
こ
に
、
両
者
の
格
式
の
差
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

図27　大勝手差支候節於雁之間使者謁之図

参考図24（図12の部分図）



尾
張
徳
川
家
の
政
治
空
間

三
一

図
28
は
、「
於
雁
之
間
御
数
寄
屋
坊
主
組
頭
格
鈴
木
宗
休
江
御
用
人
申
渡
之
図
」（「（
市

谷
屋
敷
）諸
図
」
四
冊
目
の
二
八
図
）で
あ
る
。
こ
れ
は
、
用
人
が
数
寄
屋
坊
主
組
頭
格
に

申
渡
し
を
行
う
際
の
席
図
で
あ
る
。
な
お
、
命
じ
る
際
の
用
語
と
し
て
、
当
主
や
年
寄

に
つ
い
て
は
「
仰
渡
」
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
用
人
や
側
用
人
に
つ
い
て
は
「
申
渡
」

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
、
両
者
の
格
の
差
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

用
人
は
、
雁
之
間
の
上
溜
寄
り
一
畳
目
に
座
し
、
徒
目
付
組
頭
は
次
之
間
二
畳
目
南

側
、
徒
目
付
は
入
側
の
端
に
控
え
た
。
か
か
る
座
席
の
な
か
、
鈴
木
宗
休
は
次
之
間
下

か
ら
二
畳
目
に
控
え
、
用
人
出
座
の
の
ち
、
雁
之
間
下
か
ら
二
畳
目
に
進
ん
で
申
渡
し

を
う
け
た
。
用
人
と
の
間
は
、
一
畳
分
開
い
て
い
る
。

図28　於雁之間御数寄屋坊主組頭格鈴木宗休江御用人申渡之図

参考図25（図12の部分図）



尾
張
徳
川
家
の
政
治
空
間

三
二

図
29
は
、「
御
鷹
場
御
案
内
之
者
江
御
側
御
用
人
申
渡
之
席
図
」（「（
市
谷
屋
敷
）諸
図
」

四
冊
目
の
二
九
図
）で
あ
る
。
こ
れ
は
、
側
用
人
が
鷹
場
案
内
之
者
へ
申
渡
し
を
行
う
際

の
席
図
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
鷹
場
関
係
は
、
当
主
側
近
の
側
用
人
の
管
轄
下
に

あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

側
用
人
は
、
上
溜
の
方
か
ら
出
て
、
雁
之
間
下
か
ら
二
畳
目
に
座
り
、
鷹
場
吟
味
役

は
次
之
間
下
か
ら
三
畳
目
の
南
側
、
徒
目
付
は
溜
り（
下
溜
）上
か
ら
一
畳
目
の
北
側
隅

に
控
え
た
。
か
か
る
座
席
の
な
か
、
鷹
場
案
内
之
者
五
人
は
、
溜
り
下
か
ら
一
畳
目
に

控
え
、
側
用
人
出
座
の
の
ち
、
次
之
間
下
か
ら
二
畳
目
に
進
ん
で
申
渡
し
を
う
け
た
。

側
用
人
は
雁
之
間
、
鷹
場
案
内
之
者
は
次
之
間
と
、
座
席
の
部
屋
が
異
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
案
内
之
者
の
地
位
の
低
さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

図29　御鷹場御案内之者江御側御用人申渡之席図

参考図26（図12の部分図）



尾
張
徳
川
家
の
政
治
空
間

三
三

お
　
わ
　
り
　
に

名
古
屋
城
二
の
丸
御
殿
と
江
戸
市
谷
屋
敷
に
お
け
る
、
尾
張
家
当
主
や
年
寄（
家

老
）・
用
人
な
ど
の
政
治
空
間
で
行
わ
れ
る
行
事
を
み
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
以
下
の

こ
と
が
判
明
し
た
。

ま
ず
「
席
図
」
を
比
較
検
討
す
る
と
、
当
主
自
身
が
申
し
渡
す
案
件
は
、
物
頭
以
上

へ
の
役
職
任
命
な
ど
に
限
ら
れ
、
多
く
の
申
渡
し
は
年
寄
が
行
っ
て
い
た
。
幕
府
の
場

合
も
、
将
軍
に
よ
る
申
渡
し
は
布
衣
以
上
の
役
職
任
命
な
ど
に
限
定
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど

の
申
渡
し
は
老
中
が
実
施
し
て
お
り
、
同
様
の
傾
向
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
通
常
の
申
渡
し
は
月
番
年
寄
が
一
人
で
行
う
が
、
黒
印
渡
し
や
物
頭
以
上
へ
の
申

渡
し
、
諸
大
夫
や
役
職
任
命
な
ど
格
の
高
い
案
件
に
つ
い
て
は
、
年
寄
三
～
四
人
の
列

座
で
実
行
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
当
主
申
渡
し
の
際
の
同
席
者
は
年
寄
・
側
用
人
・
用

人
、
年
寄
申
渡
し
の
と
き
の
同
席
者
は
用
人
と
目
付
で
あ
り
、
彼
ら
が
家
政
の
中
心
的

な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

さ
ら
に
重
要
な
点
は
、
名
古
屋
の
二
の
丸
御
殿
と
江
戸
の
市
谷
屋
敷
で
は
、
政
治
的

行
為
を
行
う
部
屋
が
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
二
の
丸
御
殿
で
は
、
当
主
や
年
寄
・
用
人

の
い
わ
ば
執
務
室
に
あ
た
る
中
御
座
之
間
、
年
寄
・
用
人
御
用
所
が
使
わ
れ
て
い
た
が
、

市
谷
屋
敷
で
は
、
当
主
の
儀
礼
空
間
で
あ
る
書
院
・
小
書
院
、
及
び
そ
の
近
辺
に
あ
る

小
書
院
南
溜
・
大
勝
手
・
雁
之
間
が
、
政
治
空
間
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
二

の
丸
御
殿
で
は
、
政
治
空
間
と
儀
礼
空
間
は
分
か
れ
て
い
た
が
、
市
谷
屋
敷
で
は
、
政

治
空
間
と
儀
礼
空
間
が
一
体
化
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
は
、
幕
府
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
江
戸
城
本
丸
御

殿
の
儀
礼
空
間
は
、
黒
書
院
・
白
書
院
・
大
広
間
で
あ
り
、
年
頭
御
礼
は
白
書
院
と
大

（
23
）

（
24
）

広
間
、
月
次
御
礼
は
黒
書
院
と
白
書
院
で
行
わ
れ
た
。
一
方
、
将
軍
に
よ
る
布
衣
役
以

上
の
役
職
任
命
は
「
奥
」
の
御
座
之
間
で
実
施
さ
れ
た
も
の
の
、
将
軍
へ
の
さ
ま
ざ
ま

な
謁
見
は
「
表
」
の
黒
書
院
と
白
書
院
で
実
行
さ
れ
た
。
ま
た
、
老
中
・
若
年
寄
に
よ

る
さ
ま
ざ
ま
な
申
渡
し
は
、
黒
書
院
と
白
書
院
の
東
側
に
あ
る
部
屋
で
行
わ
れ
た
。

つ
ま
り
、
江
戸
城
本
丸
御
殿
で
も
、
政
治
空
間
と
儀
礼
空
間
が
一
体
化
し
て
い
た
と

い
え
る
。
し
か
も
、
尾
張
家
の
市
谷
屋
敷
に
お
け
る
、
年
寄
・
用
人
の
政
治
空
間
で
あ

る
小
書
院
南
溜
・
大
勝
手
・
雁
之
間
は
書
院
・
小
書
院
の
東
側
に
あ
り
、
老
中
・
若
年

寄
の
政
治
空
間
と
方
角
も
同
じ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
当
主
の
御
座
所
で
あ
る
小
書
院
上

段
に
近
い
部
屋
程
格
の
高
い
行
事
が
実
行
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
も
、
黒
書
院
上
段
に

近
い
部
屋
程
格
の
高
い
行
事
が
行
わ
れ
る
江
戸
城
本
丸
御
殿
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。

こ
う
し
た
国
許
と
江
戸
の
屋
敷
に
お
け
る
政
治
空
間
の
違
い
は
、
将
軍
家
に
近
い
尾

張
家
の
特
徴
な
の
か
、
も
し
く
は
他
大
名
家
の
場
合
も
同
様
な
の
か
、
こ
の
点
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
い
え
よ
う
。

（
25
）

註（
1
）　

徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
「
続
林
絵
図
」
一
九
〇
一
。

（
2
）　

徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
「
続
林
絵
図
」
一
九
〇
〇
。
な
お
、
こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
、

深
井
雅
海
編
『
江
戸
時
代
武
家
行
事
儀
礼
図
譜
』
四
巻（
東
洋
書
林
、
二
〇
〇
一
年
）に
全
冊
収

録
。

（
3
）　

名
古
屋
市
編
『
名
古
屋
城
史
』（
名
古
屋
市
役
所
、
一
九
五
九
年
）、
二
一
三
頁
。
な
お
、

こ
の
図
は
『
名
古
屋
市
史
』
地
図
編（
名
古
屋
市
役
所
、
一
九
一
五
年
）に
も
、「
第
三
図　

名

古
屋
城
御
殿
之
図
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）　

二
の
丸
御
殿
の
構
造
に
つ
い
て
は
、『
名
古
屋
城
史
』
二
一
四
～
二
一
七
頁
参
照
。

（
5
）　

徳
川
林
政
史
研
究
所
開
設
一
〇
〇
周
年
記
念
図
録
『
将
軍
と
尾
張
徳
川
家
─
政
と
儀
礼

─
』（
公
益
財
団
法
人
徳
川
黎
明
会 

徳
川
林
政
史
研
究
所
、
二
〇
二
三
年
）、
九
二
～
九
五
頁
。

（
6
）　

同
右
、
一
〇
三
頁
。
本
稿
図
17
参
照
。



尾
張
徳
川
家
の
政
治
空
間

三
四

（
7
）　

林
董
一
「
尾
張
藩
「
年
寄
」
考
」（『
徳
川
林
政
史
研
究
所
「
研
究
紀
要
」』
昭
和
五
四
年
度
・

昭
和
五
五
年
度
・
昭
和
五
六
年
度
〔
一
九
八
〇
・
一
九
八
一
・
一
九
八
二
年
〕）。

（
8
）　
「
尾
藩
御
役
名
附
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
）、
徳
川
林
政
史
研
究
所
収
集
史
料
七
七

七
。
下
村
信
博
・
種
田
祐
司
「
名
古
屋
藩
」（
木
村
礎
編
『
藩
史
大
事
典
』
第
四
巻 

中
部
編
Ⅱ 

東
海
〔
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
九
年
〕）。

（
9
）　

註（
6
）に
同
じ
。

（
10
）　

註（
7
）の
林
董
一
論
文
、『
徳
川
林
政
史
研
究
所
「
研
究
紀
要
」』
昭
和
五
六
年
度
、
二
〇

三
頁
。

（
11
）　
「
藩
士
名
寄
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
）、「
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵 

石
河
家
文
書
目

録（
一
）」（『
徳
川
林
政
史
研
究
所
「
研
究
紀
要
」』
第
三
九
号
、
二
〇
〇
五
年
）、「
凡
例
」
の

「
石
河
家
歴
代
当
主
の
略
歴
」
参
照
。

（
12
）　

な
お
、「
川
割
船
割
相
勤
候
御
持
頭
・
御
使
番
江
御
逢
之
図
」（
続
林
絵
図
一
九
〇
一
、
細

目
二
一
）に
は
、「
繰3

出
御
用
人
」
と
の
文
言
も
み
ら
れ
る
。

（
13
）　

徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
、
請
求
番
号
旧
蓬
左
文
庫
所
蔵
の
図
物
甲
四
五
八
。

（
14
）　
「（
市
谷
屋
敷
）諸
図
」
一
冊
目
の
二
八
図
は
、「
御
小
書
院
御
模
様
替
ニ
付
於
御
書
院
家
督

御
礼
を
初
御
礼
事
被
為
請
候
節
之
図
」
で
あ
る
が
、「
御
小
書
院
御
模
様
替
ニ
付
」
と
あ
る
ご

と
く
、
本
来
、
家
督
御
礼
は
同
所
で
行
わ
れ
る
行
事
で
あ
っ
た
。

（
15
）　
『
改
訂
版　

全
国
寺
院
名
鑑
』
近
畿
篇（
全
国
寺
院
名
鑑
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
）、
三
三

五
～
三
三
六
頁
。

（
16
）　
『
名
古
屋
市
史
』
社
寺
編（
名
古
屋
市
役
所
、
一
九
一
五
年
）、
六
八
八
～
六
九
三
頁
。

（
17
）　

同
右
、
一
二
六
～
一
三
四
頁
。『
愛
知
県
史
』
通
史
編
四 

近
世
一（
愛
知
県
、
二
〇
一
九

年
）、
五
五
五
頁
。

（
18
）　

註（
16
）の
著
書
、
二
四
〇
頁
。

（
19
）　

深
井
雅
海
『
江
戸
城
御
殿
の
構
造
と
儀
礼
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
一
年
）、
二

四
七
～
二
四
九
頁
。

（
20
）　

註（
5
）の
図
録
、
一
〇
一
～
一
〇
二
頁
参
照
。

（
21
）　

林
董
一
「
山
村
甚
兵
衛
と
千
村
平
右
衛
門
─
わ
が
近
世
封
建
制
に
お
け
る
二
重
封
臣
関
係

に
つ
い
て
─
」（『
法
制
史
研
究
』
九
、
法
制
史
学
会
、
一
九
五
九
年
）、
田
原
昇
「
近
世
伊
那
谷

に
お
け
る
榑
木
成
村
支
配
の
様
相
─
千
村
平
右
衛
門
預
所
を
事
例
と
し
て
─
」（『
徳
川
林
政
史

研
究
所
「
研
究
紀
要
」』
第
三
八
号
、
二
〇
〇
四
年
）、
同
「
山
村
甚
兵
衛
家
に
よ
る
木
曽
山
林

支
配
の
様
相
─
御
関
所
御
預
と
植
林
と
の
関
係
か
ら
─
」（『
徳
川
林
政
史
研
究
所「
研
究
紀
要
」』

第
四
一
号
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
22
）　
「（
市
谷
屋
敷
）諸
図
」
一
冊
目
の
三
七
図
「
山
村
甚
兵
衛
江
御
年
寄
衆
御
暇
被
仰
渡
も
右

相
済
而
於
御
書
院
御
目
見
之
図
」
参
照
。

（
23
）　

註（
19
）の
深
井
著
書
、
一
九
五
～
二
〇
九
頁
。

（
24
）　

た
だ
し
、
年
寄
に
よ
る
物
頭
以
下
へ
の
役
職
任
命
は
、
儀
礼
空
間
に
あ
る
御
夜
居
之
間
で

行
わ
れ
て
い
る
。

（
25
）　

註（
19
）の
深
井
著
書
、
二
〇
九
～
二
一
一
頁
。


